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第42号（２面）２００８年５月１日


発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





******************************************************************








4月23日「第33回例会」(バスで巡る横田･砂川)に


参加されたみなさんの感想の１部をご紹介します。


（写真は旧日立航空機変電所の砲弾痕を見学する参加者）











◆◆　砂川で、立川基地のアメリカ軍輸送機グローブマスターが日本を飲み込むように口をあけていたのを思い出します。朝鮮戦争で働いたのでしょう。大型戦車をのみこむような。砂川の土地の人びとは質素で，あたたかく、規則正しかったので、よそから行った支援者も謙虚でよく手伝い暴力に訴えることはありませんでした。55年、56年と警察、機動隊の暴力はすさまじく、砂川のたたかいをニュースなどで見た人は58年の警察官職務執行法の改悪反対の大きな世論になっていったと思います。この共闘会議がのちの安保改定反対国民会議となっていったという意味では、あの大闘争の発端だったといえるかもしれません。


  （菊野台･大野哲夫） �-------------------


◆◆　歴史サークルのメンバーと参加した。学習の中で「砂川の熱い日」という記録映画を見てすぐ現地を訪れるチャンスに巡りあい、幸運だった。現在も「横田基地公害訴訟」を闘っている大野さんの説明を受けながら、狛江市と同じ位だという横田基地の広大さに圧倒される。日本全土に虫食いのようにひろがる米軍基地そして「思いやり予算」、戦後は今も続いていると思った。（深大寺元町･蔵野冨美子）


------------------


◆◆　基地めぐりは生協の平和委員会でしたことがありますが、本日は戦前からの歴史的背景など、具体的に説明していただいて、たいへん感じるところがありました。米軍再編の問題に重ね合わせ、自分たちの生活を脅かすおそろしい状況を肝に銘じて活動にいかしていきたいと思いました


(世田谷区･匿名希望)


------------------


◆◆　砂川は住民側が勝利した輝かしい闘争だったと記憶していたが、その間に横田基地がどんどん拡張されて、立川基地は不要となり、やがて返還されることになったというお話を聞き、老朽化した普天間基地の代替基地にされることに必死で抵抗している辺野古の人たちのことが思われてならなかった。ちょうど1週間後に、砂川裁判をめぐって米駐日大使が日本の外務大臣に「跳躍上告」を勧めたり、最高裁長官との密談が行われたことが報じられた。最高裁は、米軍駐留の根拠となる日米安保条約を「違憲」と断じた「伊達判決」を破棄し、1960年の「安保改訂」への道が開かれた。この記事は、東京新聞、琉球新報、毎日新聞、赤旗では報じられたが、朝日新聞には載っていない。（布田･石川康子）














２００８年５月以降の活動計画


●５月４日（日）～６日（火）　第34回例会は｢９条世界会議｣に合流


　九条世界会議（於:幕張メッセ）


●６月２２日（日）13:30～　第35回例会


　現地からの報告 日米軍事再編と住民の運動


  (於:たづくり10階1002会議室)　


　 　座間・相模原からの報告　　菅沼　幹夫さん


　 　横須賀からの報告　　　　　瀧川　君枝さん


●７月２４日（木）18:30～　第36回例会


　ジェンダーの視点からみた日本国憲法


　(於:あくろす３階「研修室」)


　 　問題提起：石川康子さん（多摩女性学研究会）


●８月２４日（日）～２５日（月）　第37回例会


  08夏期合宿（於:八王子｢大学セミナーハウス｣）


　 　読売新聞の世論調査で初めて改憲反対が賛成を上回った状況のなかで


　 　運動をどうすすめるか！････「記念講演」をいただきます。


　  　小森陽一さん（「九条の会」事務局長）


●９月２４日（水）第38回例会　4月4日に実行委員会が発足


　映画「シッコ」上映会（於:くすのきホール）


●１０月～１１月　第39回～第40回例会は検討中。ご意見を！


●１２月１３日（土）　第41回例会


  ４周年記念集会（於:たづくり12F「大会議室」）
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